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・平成 15-18 年度 厚生労働科学研究 精神・神経疾患研究委託事業(15 指-４)「発達期に発生

する外因性脳障害の診断・治療ガイドラインに関する臨床的・実証研究」 

・平成 18-20年度厚生労働科学研究精神・神経疾患研究委託事業(18指-４)「発達期に発生する

外因性脳障害の診断・治療・予防のための実証的研究とガイドライン作成に関する研究」 

・平成 18-20 年度厚生労働科学研究医療技術実用化総合研究事業「超低出生体重児の慢性肺

疾患発症予防のためのフルチカゾン吸入に関する臨床研究」 

・平成 21-23 年度厚生労働科研費補助金子ども家庭総合研究事業「地域における周産期医療シ

ステムの充実のための研究」 

・平成 20-23 年厚生労働省度こども家庭総合研究「重症新生児に対する療養・療育環境の拡充に

関する総合研究」 

・平成 24-27年度厚生労働省子ども家庭総合研究事業「重症慢性疾患児の在宅と病棟での療養・

療育環境の充実に関する研究」 

・平成 26-27 年度厚生労働省「地域格差是正を通した周産期医療体制の将来ビジョン実現に向け

た先行研究」 

・平成 28-30年度厚生労働省「医療的ケア児に関する実態調査と医療・福祉・保健・教育等の連携

促進に関する研究」 

・平成 29 年度厚生労働省「医療的ケア児に対する教育機関における看護ケアに関する研究」 

・平成 30-令和元年度厚生労働省「学校の療養生活の場における医療的ケア児への質の高い医

療的ケアの提供に資する研究」 

・平成 30-令和元年度厚生労働省「医療的ケア児の判定基準確立のための研究」 

・田村正徳（座長）. 令和 3 年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業「医療的ケア児の実態把握

のあり方及び医療的ケア児等コーディネーターの効果的な配置等に関する 調査研究（概略書、

報告書１から 6及び事例集 1から 5は厚生労働省ホームページに掲載） 

・田村正徳（座長). 令和 4 年度障害者総合福祉推進事業 「医療的ケア児センターの地域支援機

能、活動状況等に関す る実態調査及び医ケア児者支援に係る訪問看護ステーショ ン等による

連携等の調査研究 」  

出前授業 

テーマ 

高校生を対象に講義できるテーマ・内容を記載してください 

赤ちゃんの救急蘇生法 

赤ちゃんや小さな子どものお家での事故防止対策 

お家で医療装置が必要な子ども達 

双子チャン、三つ子ちゃんの育児指導 

E-mail m-tamura@saku.ac.jp 

 


